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   岐阜県の観光の現状と課題 

 

１ 本県の観光の現状 ～平成２２年岐阜県観光レクリエーション動態調査結果～ 

 

（１）観光入り込み客数   
 

平成２２年の観光入り込み客数は、前年と比較して、日帰り客数が減少（前年比

▲4.4％）、宿泊客数も減少（前年比▲2.2％）し、全体では前年比▲4.3％の５,１

８８万５千人となった。［図１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長引く景気低迷や円高の影響などの経済情勢、７月の災害をもたらした記録的豪

雨、酷暑や雷雨など、県内の観光を取り巻く環境は厳しい状況にあったため、全体

として減少した。一方で、こうした影響がある中、アジアを中心とした海外プロモ

ーション活動など各種誘客事業を実施した効果などにより、外国人の延べ宿泊客数

は、前年に比べ9.3%増となった。その結果、県内の観光客数を日帰り・宿泊別に見

ると、日帰り客数が前年比4.4%減少であるのに対し、宿泊客数は2.2%の減少にとど

まった。 

１ 

 

出展）「平成２2 年岐阜県観光レクリエーション動態調査」 

※）推計実人数：同じ観光客が県内の複数の観光地点を訪れたり、２泊以上宿泊したとしても、実際の観光客数は一人であることか

ら、延べ観光客数からパラメータを用いて実人数を推計する。 
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集客数の県内トップは、前年に引き続き土岐

プレミアム・アウトレットの４４７万人となっ

た。［表１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）観光客の内訳  

 

①日帰り・宿泊別観光客数 

平成２２年の観光客数は５,１８８万５千人であ

ったが、これを日帰り・宿泊別にみると、日帰り

客は４，７９４万９千人、宿泊客は３９３万６千

人と、依然として日帰り客が多いものの、宿泊客

の占める割合は前年より 0.2 ポイント増加した。

［図２］ 

圏域別に見ると、西濃圏域が日帰り客の割合が最も多く（構成比 98.2％）、岐阜・中

濃・東濃についても日帰り客が９割以上を占める。 

一方で飛騨圏域は、日帰り客 69.5％、宿泊客 30.5％と他圏域に比べ宿泊客の割合が

高く、県全体の宿泊客３９３万６千人のうち２０７万１千人と全体の 52.6％を占めた。 

    
 

②居住地別観光客数 

居住地別に見ると、県全体では県内客は２，

９２１万人（構成比56.3％）、県外客は２,２

６７万５千人（構成比43.7％）と、県内客が

多くを占めたが、飛騨圏域では県外客の割合

が67.5％と高い。 

県全体では、県外客のうち 70.4％が東海地

方からの観光客であり、以下近畿地方、関東地方と続いている。 

また、東海地方からの観光客の割合が特に高いのは、西濃圏域及び東濃圏域である。

［図３］ 

    
 

［表１］観光地点別入り込み客数順位（ベスト１０） 

順 

位 
観光地点名 

観光客数 

（万人） 

前年 

順位 

1 土岐プレミアム・アウトレット 447.0 (1)- 

2 河川環境楽園(アクアトト含む） 402.4 (2)- 

3 高山地域 244.8 (3)- 

4 千代保稲荷神社 202.4 (4)- 

5 千本松原・国営木曽三川公園 166.7 (５)- 

6 伊奈波神社 152.1 (８)↗ 

7 白川郷合掌造り集落 149.3 (7)- 

8 世界イベント村ぎふ 145.0 (６)↘ 

9 下呂温泉 118.3 (9)- 

10 岐阜公園 85.9 (1１)↗ 

出展）「平成２２年岐阜県観光レクリエーション動態調査」 

[図２] 

 

［図３］ 
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③男女別・年齢別観光客数 

男女別で見ると、男性が２，４１０万人（構

成比 46.5％）、女性は２，７７８万３千人（構

成比 53.5％）と女性が上回り、前年と構成比

は変わらなかった。 

年齢別では、６０歳以上が34.4％と最も多

く、以下３０歳代、５０歳代と続いている。

［図４］ 

  
 

④利用交通機関別観光客数 

利用交通機関別に見ると、前年に引き続き

自家用車が最も多く全体の77.7％を占め、鉄

道や路線バスなどの公共交通機関の割合は

引き続き低い。［図５］ 

 
 

⑤観光地分類別観光客数 

観光地分類別に見ると、「買物」

の割合が昨年より増加し全体の

22.5%を占めている。以下、「文

化・歴史」、「スポーツ・レクリエ

ーション」、「イベント」、「温泉」、

「自然」、「産業観光」、「行・祭事」

と続く。 

圏域別で見ると、岐阜圏域は「スポーツ・レクリエーション」や「イベント」、西濃

圏域は「文化・歴史」や「自然」、中濃圏域は「買物」や「スポーツ・レクリエーショ

ン」、東濃圏域は「買物」、飛騨圏域は「文化・歴史」や「温泉」が多い。［図６］ 

 

 

（３）各圏域の動向  

 

①岐阜圏域 

・観光客数は１,２０８万５千人で、前年と比べて３５万７千人の減少（対前年比▲

2.9％）となった。このうち、日帰り客数は１,１４０万２千人となり、前年に比べ

３０万５千人減少（対前年比▲2.9％）し、宿泊客数も６８万４千人と５万２千人

減少（対前年比▲7.1％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、改修工事に伴い一部施設閉 

［図４］ 

 

［図５］ 

 

［図６］ 
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鎖の時期があった「世界イベント村ぎふ」や、酷暑や雷雨など天候が影響した「河

川環境楽園」や「日本ライン夏まつり納涼花火大会」において減少した一方、三

が日の天候に恵まれた「伊奈波神社」や、開催日の天候に恵まれた「長良川花火

大会」等の主要観光地点において増加した結果、圏域全体として微減にとどまっ

たと考えられる。 

 

②西濃圏域 

・観光客数は１,１２４万人で、前年と比べて８３万６千人の減少（対前年比▲6.9％）

となった。このうち、日帰り客数は１,１０３万９千人となり、前年に比べ８３万

９千人減少（対前年比▲7.1％）した一方、宿泊客数は２０万２千人と３千人増加

（対前年比+1.3％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、災害復旧工事の終了した「大

津谷公園」や、「関ヶ原合戦４１０年祭」が開催された「ふれあい２１」で増加し

た一方、開催期間中天候に恵まれなかった「チューリップ祭」や、１月の雪や４

月の雨、８～９月の酷暑など例年観光客の多い時期の悪天候が影響した「千本松

原・国営木曽三川公園」で減少した結果、圏域全体としても減少したものと考え

られる。 

 

③中濃圏域 

・観光客数は９８５万３千人で、前年と比べて５０万１千人の減少（対前年比▲4.8％）

となった。このうち、日帰り客数は９３６万２千人となり、前年に比べ４９万５

千人減少（対前年比▲5.0％）し、宿泊客数も４９万人と６千人減少(対前年比▲

1.2％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、２２年９月にオープンした

「道の駅可児ッテ」、４月にオープンした「半布里（はにゅうり）の郷とみか道の

駅」が好調である一方、前年は7年に1度の御開帳が開催されたことによる増加の

反動があった「関善光寺」や、降雨や猛暑の影響があった「平成記念公園日本昭

和村」で減少した結果、圏域全体でも減少したと考えられる。 

 

④東濃圏域 

・観光客数は１,１９１万３千人で、前年と比べて２０万６千人の減少（対前年比▲

1.7％）となった。このうち、日帰り客数は１,１４２万４千人と、前年に比べ２０

万５千人減少（対前年比▲1.8％）し、宿泊客数も４９万人と１千人減少（対前年

比▲0.2％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、改修工事の影響により「虎

渓山永保寺」で減少した一方、高速道路休日千円やテレビでの紹介の影響で増加

した「道の駅志野・織部」や、施設の増設により増加し前年に引き続き集客数県
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内トップとなった「土岐プレミアム・アウトレット」で増加し、圏域全体では微

減にとどまったと考えられる。 

 

⑤飛騨圏域 

・観光客数は６７９万３千人で、前年と比べて４０万４千人の減少（対前年比▲5.6％）

となった。このうち、日帰り客数は４７２万３千人と、前年に比べ３７万３千人

減少（対前年比▲7.3％）し、宿泊客数も２０７万１千人と３万１千人減少（対前

年比▲1.5％）した。 

・観光地点別の入込客数（延べ人数）についてみると、ゴールデンウィーク中に桜

が開花した「荘川桜」や春祭が天候に恵まれた「高山祭」で増加したものの、節

約志向に伴う国内消費の低迷の影響を受けた「高山地域」や、東海北陸自動車道

前線開通の落ち着きにより減少した「白川郷合掌造り集落」など、主要観光地点

において減少した結果、圏域全体で減少したものと考えられる。 

［表２］ ＜観光客実人数（推計）＞                  （単位：万人、％） 

 日帰り客数 宿泊客数 観光客数（合計） 対前年比 

岐阜圏域 １，１４０．２ ６８．４ １，２０８．５ ▲２．９ 

西濃圏域 １，１０３．９ ２０．２ １，１２４．０ ▲６．９ 

中濃圏域 ９３６．２ ４９．０ ９８５．３ ▲４．８ 

東濃圏域 １，１４２．４ ４９．０ １，１９１．３ ▲１．７ 

飛騨圏域 ４７２．３ ２０７．１ ６７９．３ ▲５．６ 

合  計 ４，７９４．９ ３９３．６ ５，１８８．５ ▲４．３ 

※千人未満を四捨五入しているため、内訳の計は合計と一致しないことがある。 

 

（４）外国人延べ宿泊客数の動向  

外国人の延べ宿泊客数は２４万９千人で、インフルエンザの影響を受けた前年と比

べて２万人の増加(対前年比+9.3％) となった。継続的な海外プロモーションの成果に

より過去最高を記録した平成２０年には及ばなかったが、過去２番目の高水準となっ

た。 

［表３］ ＜外国人延べ宿泊客数の年別推移＞                （単位：人） 

 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 

岐阜圏域 35,340 40,047 41,444 34,615 40,442 

西濃圏域 23,194 22,177 23,469 17,685 32,165 

中濃圏域 4,974 5,309 9,775 6,123 6,507 

東濃圏域 1,736 2,183 4,599 3,544 4,985 

飛騨圏域 122,453 151,257 188,647 165,969 165,075 

県    計 187,697 220,973 267,934 227,936 249,174 

※１人の宿泊客が圏域内または県内の２箇所で宿泊する場合、圏域内または県内で２連泊する場合、宿泊客はそれぞれ２人

と数える 
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（５）観光消費額  

平成２２年の観光消費額の総額は２，７１２億６５百万円（対前年比▲3.9％）で、

うち日帰り客分は１，８０５億６９百万円（対前年比▲4.7％）、宿泊客分は９０６

億９６百万円（対前年比▲2.2％）であった。 

また、１人当たりの平均消費額は、日帰り客は３,７６６円（対前年比▲0.3％）、

宿泊客は２３,０４２円（対前年比▲0.0％）であった。 

宿泊客数が減少し、さらに宿泊客一人当たりの平均消費額も減少したことが、全

体の観光消費額の減少につながったと考えられる。 

 

（６）経済波及効果（推計） 

平成２２年の生産誘発額は４,１２５億４百万円、就業誘発効果は３９，９９０人

となった。 
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２ 飛騨・美濃じまん運動実施計画に掲げる目標の達成状況と今後の課題 
   

「飛騨・美濃じまん運動実施計画」（平成２０年３月策定）においては、「観光王国飛

騨・美濃の実現」を目指すため、次の５つの目標を設定している。 

 

  「観光王国飛騨・美濃の実現」を目指すための５つの目標（飛騨・美濃じまん運動実施計画） 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「観光客数」、「宿泊数」、「観光消費額」、「外国人宿泊数」については、毎年実施している岐阜県観光レクリエーション動態

調査の数値。「観光に行ってみたい県」順位は平成１７年度に実施した「岐阜県地域ブランド調査」の結果。 

 

 

 （１）目標の達成状況 

① 観光客数  ～平成２０年をピークに減少しており厳しい状況～ 

平成２４年までに、観光客数を６,０

００万人（岐阜県観光レクリエーション

動態調査ベース。以下、特に記述の無い

限り同じ。）にするという目標を達成す

るためには、平成１９年以降、毎年前年

比３.０％の増加が必要となる。 

その場合の、平成２２年の目標観光客

数は５,６６９万人となるが、平成２２

年の実績は５,１８９万人であり、目標

水準を下回っている。 

前年比で見ると４．３％減と減少して

おり、現在の観光客数の水準から目標を達成していくためには、平成２３年以降、

毎年７．５％増加が必要となり、一層の各種誘客事業の実施が必要である。 

           

毎年 3.0％増が必要 

５,037 万人(H18)      6,000 万人(H24) 

  433 万人(H18)       520 万人(H24) 

2,810 億円(H18)      3,400 億円(H24)  

  18.8万人(H18)       26.0万人(H24) 

     ３４位(H17)     ２０位以内(H24) 観光に行ってみたい県 

外国人宿泊数（延べ人数） 

観光消費額 

宿泊数（実人数推計） 

観光客数（実人数推計） 
→ 

20％増 

→ 
20％増 

→ 
20％増 

→ 
40％増 

→ 

（万人）        観光客数の目標と現状 
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② 宿泊客数  ～減少傾向が続いており目標達成に向けて厳しい状況～ 

平成２４年までに、宿泊客数を５２０

万人（年平均３．０％増）にするという

目標を設定しているが、一人当たりの宿

泊旅行回数（観光・レクリエーション旅

行）が全国的に減少傾向（年平均４．０％

減）にあり、本県の宿泊客数も平成１７

年以降連続して減少。平成２２年は前年

比２．２％減の３９４万人となった。 

現在の宿泊数の水準から、目標を達成

していくためには、今後、毎年前年比１

５％増を達成することが必要となり大

変厳しい状況にあるといえる。 

 

     

 

③ 観光消費額  ～宿泊客の消費額が減少し、全体でもやや減少～ 

平成２４年までに観光消費額を   

３，４００億円にするという目標に対

し、平成２２年は前年比３．９％減の

２，７１３億円と、平成１８年より低

い水準にまで落ち込んだ。 

目標を達成するためには、今後、毎

年前年比１２％増を達成することが必

要となり大変厳しい状況にあるといえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（万人）        宿泊数の目標と現状 

（億円）       観光消費額の目標と現状 



- 9 - 

過去３年間の観光消費額を日帰り・宿泊別で見ると、日帰り客の消費額が、平成１

８年の１，７００億円に対し、平成２２年は１，８０６億円と伸びているのに対し、

宿泊客の消費額は平成１８年が１，１１０億円に対し平成２２年は９０７億円と大幅

に減少している。 

（２）で示したように、宿泊客そのも

のが減少していることが、消費額の減少

要因となっているが、加えて、宿泊客一

人当たりの消費額が平成１８年の２５,

６４２円から平成２２年には２３,０４

２円と、１０．１％減少していることも、

全体の消費額減少の要因となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 外国人宿泊数 ～目標を上回る水準で順調に推移する～ 

   平成２４年までに、外国人宿泊数（延

べ）を２６万人にするという目標に対

し、平成２１年に一度は減少したもの

の、平成２２年は、２４万９千人と前

年比９．３％増加し、目標に向けて順

調に推移している。 

   国全体においても同様の傾向がみら

れ、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪

日外国人旅行者数（推計値）も前年比

２６．８％増と増加しており、韓国・

中国などアジアからの観光客が増加し

たことなどが影響したと考えられる。 

    

 

 

 

 

（千人）    外国人宿泊数の目標と現状 
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 ⑤ 観光に行ってみたい県 

   「観光に行ってみたい県」順位を、３４位から２０位以内を目指すこととしている

が、(株)ブランド総合研究所が実施している「地域ブランド調査２０１１」（※）によ

れば、本県の「観光意欲度都道府県ランキング」は３６位と昨年の３２位から若干下

がった。 

一方、同調査で併せて調査している「認知度ランキング」（３２位→２４位）、「情報

接触度」（３９位→３１位）、「魅力度ランキング」（３９位→３５位）、「産品購入意欲

度ランキング」（４２位→３８位）は昨年から上昇しており、本県が大都市圏を中心に

展開しているプロモーション等が着実に浸透している事が伺える。 

   今後も、観光の「魅力」そのものを磨き上げることはもちろんのこと、観光・食・

モノを一体化したプロモーションを効果的かつ積極的に展開し、磨き上げられた本県

の「魅力」の認知、さらには観光意欲の向上につなげていくことが重要である。 

   また、国の宿泊旅行統計調査において宿泊者数が上位にランクされている都道府県

の多くは、「地域ブランド調査２０１１」のこれら５項目においても上位にランクイン

されている（※※）ことから、宿泊者増加対策の観点からも、本県の魅力をいかに発

信し、認知してもらうか、戦略的な取組が必要と考えられる。 

   

※「観光に行ってみたい県」順位は、平成１７年度に本県が「岐阜県ブランド戦略」を策定するための基礎資料として、(株)ブラン

ド総合研究所に委託して実施した「岐阜県地域ブランド調査」の結果によるものであるが、「岐阜県地域ブランド調査」について

は、それ以降実施していないため、同社が実施している「地域ブランド調査」における「観光意欲度都道府県ランキング」を参考

指標とする。 

 

  ※※宿泊者統計上位１５位までの都道府県中 

    地域ブランド調査の５項目（「観光意欲度」「魅力度」「認知度」「情報接触度」「産品購入意欲度」）で 

     ・５項目すべてが１５位までにランクインした都道府県数：３ 

     ・４項目が１５位までにランクインした都道府県数：４ 

     ・３項目が１５位までにランクインした都道府県数：２ 

     ・２項目が１５位までにランクインした都道府県数：３ 

     ・１項目が１５位までにランクインした都道府県数：２ 



- 11 - 

 「地域ブランド調査２０１１」各項目順位と、宿泊旅行統計調査における宿泊数順位の比較 
 

  

宿泊旅行統計調査 

（観光庁） 

地域ブランド調査２０１１ ＜観光関連５項目＞ 

（株式会社ブランド総合研究所） 

宿泊者数 魅力度 認知度 観光意欲度 情報接触度 産品購入意欲度 

1 東京都 41,912 

  

北海道 

  

東京都 

  

北海道 

  

東京都 

  

北海道 

2 北海道 23,284 京都府 北海道 京都府 福島県 沖縄県 

3 大阪府 19,620 沖縄県 大阪府 沖縄県 宮城県 秋田県 

4 千葉県 18,358 東京都 京都府 奈良県 岩手県 静岡県 

5 静岡県 15,631 奈良県 神奈川県 東京都 大阪府 京都府 

6 神奈川県 13,979 神奈川県 奈良県 長崎県 北海道 大阪府 

7 沖縄県 12,739 大阪府 千葉県 長野県 千葉県 広島県 

8 京都府 11,986 長野県 兵庫県 福岡県 京都府 山梨府 

9 長野県 11,925 兵庫県 愛知県 兵庫県 沖縄県 宮城県 

10 福岡県 11,727 福岡県 福岡県 石川県 神奈川県 福岡県 

26 岐阜県 4,337 35 岐阜県 24 岐阜県 36 岐阜県 31 岐阜県 38 岐阜県 

算

出

手

法

等 

以下の対象に対し調査

を実施。延べ人数集計。 

■１～３月調査までは

従業者数１０人以上の

ホテル、旅館、簡易宿所 

■４月～は「従業員数１

０人以上」：全数調査、

「従業者数５～９人」：

１／３無作為抽出した

サンプル調査、「従業者

数０～４人」：１／９を

無作為抽出したサンプ

ル調査 

有効回収数 30,537 人（２０代～６０代消費者を対象）に対するインターネット調査 

問：「どの程度魅力

を感じますか」？ 

算出式：１００点×

「とても魅力的」回

答者割合＋５０点

×「やや魅力的」回

答者割合 

問：「どの程度ご存

じですか」 

算出式：１００点×

「よく知っている」

回答者割合＋７５

点×「知っている」

回答者割合＋５０

点×「少しだけ知っ

ている」回答者＋２

５点×「名前だけ知

っている」回答者割

合 

問：「今後、観光や

旅行に行きたいと

思いますか」 

算出式：１００点×

「ぜひ行ってみた

い」回答者割合＋５

０点×「機会があっ

たら行ってみたい」

回答者割合 

問：「過去１年間

に、情報、話題な

どを見たり聞い

たりしたことが

ありますか」 

算出式：１００点

×「何度も見聞き

した」回答者割合

＋５０点×「見聞

きしたことがあ

る」回答者割合 

問：「それぞれの

地域で、あなたが

購入したいもの

があれば、具体的

な産品名をお書

き下さい」（食品、

食品以外の産品

各３品まで） 

算出式：（食品＋

食品以外産品記

入数）／サンプル

数×１００ 

 

（２）目標の達成に向けた今後の課題 

  目標の達成状況をみると、観光客数は目標水準に近づいているものの、宿泊客数は減

少傾向にあり、それに伴い観光消費額も伸び悩んでいることから、いかに宿泊客を増加

させるかが課題である。 

宿泊客増加対策として、まずは岐阜県に泊まってみたいと思われる動機付けの強化の

ため、観光資源（観光・食・モノ）をつなぎ、自然・健康・癒しなどをテーマとした岐

阜の魅力を満喫できる新たな旅のスタイルを創出し、岐阜県ブランドとしてその魅力を

効果的に発信しイメージアップに繋げることが必要である。 
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   「観光王国飛騨・美濃」に向けて実施した主な取組 
  

1 岐阜の宝もの認定プロジェクト 

 

■岐阜の宝もの認定事業の展開 

飛騨・美濃じまん運動を具体的に推進するため、県民一人ひとりが考えるふるさとのじ

まんを、全国に通用する観光資源として磨きをかけ、「岐阜の宝もの」として情報発信する

岐阜の宝もの認定事業に取り組んでいる。 

観光資源の掘り起こしを県民参加で進めるため、一人ひとりが感じる岐阜県のじまんを

過去２回にわたって募集し、延べ１，８１１件の応募をいただいた。寄せられた多くの“じ

まん”は、県内５地域での議論や、まちづくりやマーケティングなどの専門家による審査

を経て、今後の岐阜県観光の振興につながる地域資源として、これまでに２回の選定を行

い、４４件の「じまんの原石」が掘り起こされた。 

さらにその中から、今後の魅力向上に向けた取組によっては全国に通用する観光資源に

なることが期待できる「岐阜の宝もの」として、平成２０年度に「小坂の滝めぐり」を、

平成２１年度に「乗鞍山麓五色ヶ原の森」「東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋」を認定、それ

に次ぐ「明日の宝もの」として、平成２０年度に「中山道」「川原町界隈」「郡上鮎」「八百

津のおやつ」を、平成２１年度に「美濃白川四季彩街道」「天生県立自然公園と三湿原回廊」

を認定し、魅力向上の取組を支援したほか、観光キャンペーンなどでＰＲしたことで多く

の人が訪れるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小坂の滝めぐり       東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋      乗鞍山麓 五色ヶ原の森 

（下呂市）          （瑞浪市、恵那市、中津川市）         （高山市） 

 

 

 

２ 
（６つのプロジェクト別） 
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平成２２年度には、過去２回の募集で寄せられた多くのじまんを、飛騨・美濃じまん地

域会議において再検証し、その後の取組により魅力が向上した１１件と、新たに地域会議

によって掘りおこされた８件の計１９件の新たな「じまんの原石候補」が推薦された。こ

の１９件について、２月１９日（土）、県民文化ホール未来会館で開催した「第４回飛騨・

美濃じまんミーティング～じまんの原石発表式～」において、地域の代表者によるプレゼ

ンテーションが行われ、｢岐阜の宝もの｣認定委員会の審査を経て、１２件の新たな｢じま

んの原石｣が選定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成２２年度「じまんの原石」選定の流れ］ 

①飛騨・美濃じまん地域会議から「じまんの原石」候補として１９件を推薦 

（９～１１月） 

②「岐阜の宝もの」認定委員会認定専門委員による書類審査でプレゼン審査対象１９件

を決定（１２月） 

③認定専門委員による現地調査（１～２月） 

④第４回飛騨･美濃じまんミーティングで地域代表によるプレゼンテーションと「岐阜の

宝もの」認定委員会を開催し、「じまんの原石」１２件を選定・発表（２月１９日） 

 

【参考：じまんの原石】 

〔平成２３年２月選定：１２件〕 

岐阜城パノラマ夜景（岐阜市）、名水わさび（大垣市）、中山道・美濃路の追分「垂井

宿」（垂井町）、池田山（池田町）、長良川鉄道（郡上市、美濃市、関市、富加町、美濃

加茂市）、飛騨美濃せせらぎ街道（高山市、郡上市）、こころのふるさと虎渓山（多治

見市）、清流付知峡で自然浴（中津川市）、桜堂薬師（瑞浪市）、笠置山クライミングエ

リア（恵那市）、串原の布ぞうり（恵那市）、明知鉄道（恵那市、中津川市） 

 

〔平成２１年８月選定：１７件〕 

養老鉄道（大垣市、海津市、養老町、神戸町、揖斐川町、池田町）、刃物ミュージアム

回廊（関市）、笠原のタイル（多治見市）、美濃焼窯場めぐり（多治見市、土岐市）、羽
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島市歴史民俗資料館・羽島市映画資料館（羽島市）、中山道４宿（岐阜市、各務原市、

瑞穂市）、中山道と太田宿、御嶽宿、伏見宿（美濃加茂市、御嵩町、可児市、坂祝町）、

東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋（瑞穂市、恵那市、中津川市）、東山寺町と文化財めぐ

り（高山市）、乗鞍山麓五色ヶ原の森（高山市）、天生県立自然公園（飛騨市）、まちの

名物つるむらさきうどん（関市）、山岡細寒天及び恵那山麓寒天豚（恵那市）、大垣の

湧水・地下水（大垣市）、住吉燈台・船町港・赤坂港（大垣市）、水まんじゅう（大垣

市）、水屋群などの風景と輪中文化（大垣市） 

 

〔平成２０年３月選定：２７件〕 

川原町界隈（岐阜市）、美濃竹鼻まつり・ふじまつり（羽島市）、各務原キムチで都市

おこし（各務原市）、伊自良連柿・富有柿・おふくろ柿（山県市、瑞穂市、本巣市）、

木曽川凧揚げ大会と木曽川エリア（笠松町、岐南町）、べーめん（海津市）、谷汲門前

町（揖斐川町）、中山道赤坂宿・木枡（大垣市）、「おちょぼさん」門前町（海津市）、

徳山ダム（揖斐川町）、薬草（揖斐川町）、郡上鮎（郡上市）、食品サンプル（郡上市）、

神と仏の里いとしろ（郡上市）、八百津のおやつ（八百津町）、四季彩街道（白川町）、

美濃焼と日本酒の融合「美濃陶酔」（多治見市）、土岐市の窯元めぐり（土岐市）、中津

川の栗きんとん（中津川市）、岩村城址と岩村城下町・温故知新 大正１００年への誘

い（恵那市）、馬籠宿・中山道（中津川市、恵那市、瑞浪市）、ふるさと体験飛騨高山

（高山市）、棚田と板倉の風景と山里文化（飛騨市）、三湿原回廊（飛騨市）、ケイチャ

ン（下呂市）、小坂の滝めぐり（下呂市）、龍の瞳（下呂市） 

 

 ■岐阜の宝もの等ブラッシュアップ観光交流推進事業 

岐阜県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用し、「岐阜の宝もの」である「東濃地

方の地歌舞伎と芝居小屋」と、「じまんの原石」である「天生県立自然公園と三湿原回廊」

が抱える課題解決と魅力創出につながる事業を展開した。 

 

○歌舞伎衣装魅力発掘・発信事業 

 ［実施期間 平成２２年９月３０日～平成２３年３月３１日］ 

江戸期から残され活用されている岐阜県内の地歌舞伎衣装の保存、ＰＲのため、保

存調査、展示活動を展開し、広く県外、海外に向けて情報発信を行った。 

①県内の地歌舞伎衣装の調査・記録 

②ぎふ地歌舞伎衣裳展の開催 

（多治見会場 ３月８～１３日、名古屋会場 ３月２１～２７日） 
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○天生県立自然公園と三湿原回廊ブラッシュアップ事業 

［実施期間 平成２２年６月９日～平成２３年３月２５日］ 

飛騨市のみならず、白川村に広がる豊かな森を活用した滞在型観光地づくりに向け

た取組を行った。 

①飛騨市・白川村エリアの将来構想を策定 

②天生の森サポーター倶楽部の設立 

③天生県立自然公園、深洞湿原の新散策ルート開設に向けた調査を実施 

④天生県立自然公園での外来植物等の撤去、池ヶ原湿原でのヨシ伐採等、天生県立

自然公園内での携帯トイレ使用ブースの試行 

⑤モデルツアーの実施（深洞原生林 夏・秋散策会、冬の森モニターツアー２回） 

⑥天生峠経由シャトルバスの実験運行（１０月１６～２２日） 

⑦ホームページの開設 
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■「小坂の滝・ウェルネス・ツーリズム」ガイドの養成 

岐阜の宝もの「小坂の滝めぐり」を、日本有数のウェルネス・ツーリズムの観光資源に

育成していくため、「小坂の滝・ウェルネス・ツーリズム」ガイドを２名雇用・育成し、ガ

イドのみならず小坂の滝を核とした地域づくりのプランニングやマネージメントができる

人材に育成することで、年間を通した事業展開を行う体制づくりを行った。 

 ［実施期間 平成２２年５月３１日～平成２３年３月２５日］ 

①滝ガイドの養成（ガイド２名を雇用、ガイド養成講座を３回開催、滝ガイド） 

②モニターツアーの実施（女性ツアー、冬の滝めぐり、はじめての登山 等） 

③体験プログラムの開発（種まきから始める手づくり蕎麦体験、かんじき作り 等） 

④ホームページの開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「岐阜の宝もの」等を活用した、宿泊旅行商品の造成支援 

旅行業者を対象に、｢岐阜の宝もの｣（明日の宝ものを含む）を活用した、宿泊型旅行企

画を公募し、応募企画の中から「岐阜の宝もの」のブランド構築に資する良質な企画を採

択し、その企画・催行を支援することで「岐阜の宝もの」を活用した宿泊型旅行商品開発

のモデル事例を創出した。 

 

 ○平成２２年度の実績 

 ・応募企画   １０件 

 ・採用企画    ５件 

   〈採用企画のうち「岐阜の宝もの等」の内訳（重複含む）〉 

 ・小坂の滝めぐり ３件 

 ・川原町界隈   ２件 

  ・郡上鮎     ２件 
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■「ぎふウェルネス・ツーリズム」創出に向けた実証実験、モニターツアーの実施 

岐阜の宝もの「乗鞍山麓五色ヶ原の森」において、岐阜県を象徴する滞在型の新たな旅

スタイルとして、健康、自然、エコをキーワードとした、地球に優しい環境配慮型「ぎふ

ウェルネス・ツーリズム」を創出するための実証実験、モニターツアーを実施。 

【ＥＶ（電気自動車）を活用した旅行商品の造成】 

・環境配慮型の旅行としてＥＶを活用した、「乗鞍山麓五色ヶ原の森」の着地型ツアー

を造成・販売。 

・高山市、高山グリーンホテル、中部三菱自動車販売の協力を得て１０月７日にエー

ジェント向け実証実験ツアー、同月２８日には一般向けモニターツアーとして実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■飛騨・美濃観光大使を活用した情報発信 

県内外の多くの方に岐阜の魅力を広くＰＲしていいただくため、平成２２年８月２２日

に開催されたＦＣ岐阜のホームゲームにおいて、岐阜県出身・在住のレゲエデュオ「ＭＥ

ＧＡＲＹＵ」のお二人を、新たに「飛騨・美濃観光大使」として委嘱した。 

 当日の試合は、「飛騨・美濃じまんの日（８月２１日）」を記念した「飛騨・美濃じま

ん記念マッチ」として開催され、ハーフタイムにピッチ上で知事からＭＥＧＡＲＹＵのお

二人に委嘱状、たすきの授与、記念品の贈呈を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会場内では、ＭＥＧＡＲＹＵが岐阜県の代表的な観光地を紹介する「メガトン新聞」や

「飛騨・美濃じまんの日」と「観光大使就任」を紹介するうちわを来場者に配布。「メガ
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トン新聞」は、その後開催されたＭＥＧＡＲＹＵの全国ツアーや９月１２日に長良川国際

会議場で開催された音楽イベント「岐阜メガトンパンチ」でも配布され、岐阜の魅力を県

内外でＰＲした。 

また、平成２２年９月５日に垂井町で開催された中山道のウォーキングイベントに飛

騨・美濃観光大使の勅使川原郁恵さんを招き、参加者３００名と関ヶ原ふれあいセンター

から垂井宿約６㎞をウォーキングし、中山道の魅力をＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中山道統一デザイン案内標識設置の促進 

「明日の宝もの」に認定された、「中山道」を PR し、わかりやすく案内するため、市町

と連携しながら、中山道統一デザイン案内標識の設置を促進した。 

・統一デザイン案内標識を御嵩町で 2基設置 
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２ 飛騨・美濃じまん観光誘客プロジェクト 
 

■飛騨・美濃じまん観光キャンペーンの展開 

○“ぎふを味わおう”キャンペーンの展開 

 ３大都市圏（東京・大阪・名古屋）での岐阜県の認知度向上とイメージアップ、そし

て誘客促進を図るため、高品質志向の女性（３０～５０歳代）をターゲットに、岐阜県

の観光や食、ものづくりなどの素晴らしさに「五感」を通じて出会い、味わって、楽し

むことができる“ぎふを味わおう”キャンペーンを実施。 

＜開催エリア、時期＞ 

・東京・青山エリア（10/11～11/3） 

・名古屋・栄ミナミエリア（11/16～12/6） 

・大阪・北区エリア（1/25～2/15） 

＜開催内容＞ 

新聞、雑誌等メディアに対してオープニング記者発表会を開催 

各エリア内の人気飲食店での岐阜県食材を使用した特別メニューの提供 

・岐阜県特産品販売 

・各店舗を巡るショップラリー 等 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○“ぎふに泊まろう！”キャンペーンの展開（６～９月、１２～２月） 

（社）岐阜県観光連盟と連携し、「ウェルネス」をテーマに飛騨・美濃じまん観光キャ

ンペーンを展開する中で、観光トップシーズンの夏の期間中及び閑散期の冬の期間中に

即効的な宿泊者増加対策として集中キャンペーンを実施。 

＜対象エリア＞  関西方面を中心に東京、名古屋を含む主要都市など 

＜内 容＞  

・ＰＲキャラバン 
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・旅行予約サイト「楽天トラベル」とのタイアップによる観光情報の発信と宿泊誘

導 

・旅行雑誌「じゃらん」とのタイアップによる宿泊施設情報掲載と連携した観光情

報の発信と宿泊予約誘導 

・中京圏主要駅を活用した観光展の実施 

・レンタカー会社「マツダレンタカー」とのタイアップによるドライブ旅行誘導 

・ウェブマガジン「旅色」とのタイアップによる観光情報を発信 

 

○近隣県等との連携による広域観光の推進 

＜富山県＞ 

 ・広域観光マップの作成 

   ・共通パンフレットの作成 

   ・共同観光キャンペーンの実施 

＜石川県・福井県＞ 

   ・３県をまたぐ広域マップの作成 

   ・共同観光キャンペーンの実施 

   ・３県をまたぐ旅行商品の造成  

    （読売旅行：４０８人、ＪＴＢ：５０２人参加） 

＜福井県＞ 

   ・杉原千畝を通じた共同ＰＲ 

＜福井県・滋賀県＞ 

  ・「江」ゆかりの地をテーマにした広域マップの作成 

 

■環境配慮型観光の推進 ～「ぎふウェルネス・ツーリズム」プロジェクトの展開～ 

岐阜の魅力である「ウェルネス」と「宿泊」を組み合わせ、さらに「カーボン・オフセ

ット」を付加した、訪れる人にも地球にも優しい岐阜県を象徴する新たな旅スタイルを提

案。 

【カーボン・オフセット宿泊プランの販売】 

・“ぎふ ウェルネス カーボン・オフセット宿泊プラン”の造成・販売を国内最大級

の総合旅行サイト「楽天トラベル」に働きかけ、１２月から同社が商品化。 

  ※“ぎふ ウェルネス カーボン・オフセット宿泊プラン” 

  岐阜県内で宿泊することに伴い排出されるＣＯ２を、岐阜県内で行われるＣＯ

２削減プロジェクトでオフセットする宿泊プラン 

・県内２０の宿泊施設が賛同し、各施設５０泊、全体で１，０００泊を販売。 

 

■「ぎふウェルネス・ツーリズム」創出に向けた実証実験、モニターツアーの実施 ＜再掲＞ 
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■「岐阜の宝もの」等を活用した、宿泊旅行商品の造成支援 ＜再掲＞ 

 

■グリーン・ツーリズムの推進 

豊かな自然環境や伝統文化と、そこで営まれている農林漁業を一体的に地域資源として

とらえ、岐阜県ならではのグリーン・ツーリズムを推進するため、関係市町村及び関係団

体と連携して「受入体制の充実」と「情報発信力の強化」に取り組んだ。 

 

○受入体制の充実 

・第９回全国グリーン・ツーリズムネットワーク岐阜・三重大会の開催 

全国のグリーン・ツーリズム実践者が一堂に集い、地域課題の共有とその解決策に

ついて検討を行うことで、相互の連携と交流を深めるともに、両県実践者の資質向

上とネットワークづくりを図った（１１月）。 

・ぎふグリーン・ツーリズム推進研修会の開催 

全国大会を次のステップに進めるため、県内関係者のネットワーク強化を図るとと

もに、今後の「ぎふグリーン・ツーリズム」の方向性について検討した（２月）。 

・グリーン・ツーリズムインストラクター等体験指導者の育成 

緊急雇用事業を活用し、グリーン・ツーリズムの受入活動の指導者となる人材を育

成した（５団体）。 

 

○情報発信の強化 

・メールマガジン「ぎふの田舎へいこう！」通信の充実 

企業や都市住民に対して岐阜県の田舎体験情報を提供するメールマガジンを毎月１

回発行した（毎月１回、第 36号：1,330 部）。 

・「ぎふの田舎へいこう！」キャンペーン２０１０の実施 

登録施設との協働により、施設利用者を対象に抽選で県産品をプレゼントする誘客

キャンペーンを実施した（７～９月）。 

・ぎふの田舎へいこう！魅力発掘事業の実施 

緊急雇用事業を活用し、県内のグリーン・ツーリズム体験プログラムを調査し、ガ

イドブック『ＧＩＦＵ－ＤＯ（ぎふうど）』を作成した。 
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キャンペーン２０１０チラシ     ガイドブック『ＧＩＦＵ－ＤＯ』 

 

■小学生の農山漁村での長期宿泊体験の受入れ推進 

学ぶ意欲や自立心、思いやりの心、規範意識などを育み、力強い子どもの成長を支える

教育活動として、小学校における農山漁村での長期宿泊体験活動を進める、国の「農山漁

村交流プロジェクト」の受入体制づくりを推進した。 

○地域受入協議会の活動支援 

・ふるさと体験飛騨高山（高山市／１９年３月設立） 

・郡上・田舎の学校（郡上市／２０年１月設立） 

・東白川長期宿泊体験協議会(東白川村／２１年４月設立) 

・白川郷まるごと体験協議会（白川村／２２年３月設立） 

○学校関係者を対象とした現地プロモーション活動の実施  

・上記受入協議会の活動紹介と意見交換の場を設定した（１回／８月） 

○地域受入協議会の設立支援 

・新たな受入地域の立ち上げに対し支援を行った。 

板取スイス村体験協議会（関市／２３年５月設立） 

     

■「岐阜フィルムコミッション事業」の推進 

岐阜県の新たな地域資源の活用や観光交流につながるよう、映画やテレビをはじめとす

る映像作品を支援する「フィルムコミッション事業」を推進。平成２２年度には１７作品

の撮影を誘致した。 

＜誘致した主な作品＞ 

 ○ＮＨＫ土曜ドラマ「鉄の骨」（撮影日：平成２２年５月３０日）［テレビ］ 

  出 演：小池徹平、臼田あさ美 他 

  ロケ地：県庁舎（県庁舎での初めての撮影） 

  放送日：平成２２年７月３日～ 全５回 
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「鉄の骨」撮影風景 
 

○「キツツキと雨」（撮影日：平成２３日３月下旬から５月初旬）［映画］ 

  監 督：沖田修一 

出 演：役所広司、小栗旬 他 

  ロケ地：中津川市、瑞浪市、恵那市、白川町、東白川村 

  公開日：平成２４年２月１１日 

 

＜支援作品のＰＲ＞ 

 ○全国豊かな海づくり大会に向けた「さよなら夏休み」（２１年度支援作品）のＰＲ 

  ・関係職員等を対象とした試写会の開催（平成２２年５月６日） 

  ・完成披露試写会の開催（平成２２年５月２２日、県立図書館） 

  ・県内上映会の開催（郡上市、美濃市、関市、岐阜市） 

 

■iPhone を活用した新たな観光スタイルの展開 

スマートフォンのカメラを通して見る景色に、位置情報を付加した観光施設・飲食店等

の情報データ（通称：エアタグ）を表示させることができるアプリケーション「セカイカ

メラ」を活用し、県下全域に県公式エアタグを８，０００件以上整備した。実際に案内板

を設置するのと比較し、非常に低コストで時間・労力もかからないため、既に複数の市町

村で観光イベント等への活用が図られている。 

○主な活用事例：「iPhone おさんぽコース in 高山」（高山市） 

       「歴史散策」（関ヶ原町） 

        「うながっぱを探せ！ｾｶｲｶﾒﾗ de かくれんぼ」（多治見市） 

 

■様々な広報媒体を活用した「飛騨・美濃じまん」の発信 

○テレビ  

・県政広報テレビ番組で、飛騨・美濃じまん運動の取り組みや、岐阜の宝もの・じま

んの原石に選定されたものを紹介 

※岐阜放送 

「ぎふ・オンライン」4/21、5/5、5/19、9/1、1/19、3/16 
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「ぎふ最前線」9/25 

「ぎふ県政フラッシュ」1/25 

「ぎふ県だより」12/13、2/21 

○ラジオ 

・県政広報ラジオ番組で、飛騨・美濃じまん運動の取り組みや、岐阜の宝もの・じま

んの原石に選定されたものを紹介 

  ※岐阜ＦＭ 

「GIFU インフォメーション」2/21 

○大手ショッピングサイトの楽天市場「まち楽」において、岐阜県の観光・物産情報等 

を発信（H21.1.16～） 

○フリーペーパー・雑誌等の刊行物 

・県内外の主要フリーペーパー（咲楽［岐阜・愛知県内の各地域版］7・8・10～3 月号、

ぷらざ 4・8～12・2 月号、）、県内向け情報誌（OREILLE 6・7・11・1・2 月号）、中京圏

向け情報誌（時局 7・9 月号）、全国向け業界紙（観光経済新聞 1 月 5 日）等へ情報提

供し、記事として掲載 

○岐阜県メールマガジンにおいて、イベント・観光情報等を発信（毎月発行）
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３ 飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト 

 

■「２０１０上海世界国際博覧会」を契機とした中国市場での戦略展開 

 昨今世界中から注目を浴びる中国において、２０１０上海世界国際博覧会への出展を契

機とし、観光・食・モノを一体化した岐阜県の認知度向上と観光客誘致、岐阜県産品の販

路開拓に向けた事業を行った。 

 ○上海万博日本館イベントステージ「岐阜県の日」開催 

  期 間：平成２２年１０月２３日（土）～２６日（火）４日間 

  テーマ：水の源～清流と森林から生まれた岐阜～ 

  入場者数：延べ３８，５００人 

  内 容： 

  ・一般開場に先立ち、会期初日の２３日にオープニングセレモニーを開催し、総勢 

   １５０名（中国側５０名、日本側１００名）を招待。 

  ・会場内に岐阜県の宝ものに認定された「小坂の滝」をはじめとした四季の映像を美 

   濃和紙の高さ４ｍものスクリーンに投影（ウォーターシアター）。 

・産業プロモーションコーナーを設置し、公募により選定された県内２３団体の産業  

製品を展示紹介 

  ・メインステージでは和太鼓集団「ＧＯＮＮＡ」による岐阜県をイメージする演奏を 

   はじめ、東濃地歌舞伎をはじめとした県内５市（団体）による多様なステージパフ 

   ォーマンスを展開。 

 

 

 

 

 

  ウォーターシアター起動式の模様      ウォーターシアターの様子 

 

 

 

 

 

 

東濃地歌舞伎の公演       産業・プロモーションコーナー 
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○「岐阜県観光物産展」の開催 

   上海市内の富裕層をはじめとする中国一般消費者に対し、岐阜県内の観光資源紹介 

  に併せて食・モノなどの商品を実際に販売。現地のニーズ把握と中国販売手法につい 

  てのテストマーケティングを兼ねて開催。 

  期 間：平成２２年１０月２１日（木）～２７日（水）７日間 

  会 場：上海梅龍鎮伊勢丹６階「ＭＡＲＫＥＴ」 

  内 容： 

  ・県内から２３の企業（団体）が出展。直接一般消費者に対面販売を実施。 

  ・ドライフルーツが初日、りんごが最終日に完売、日本酒は販売３日間で売りきれと 

   なるなど、同百貨店において自治体主催で開催された物産展の中では最もコンスタ 

   ントに売上げを伸ばし、一週間で３０万元（約４００万円）を売り上げた。 

  ・現地バイヤーとの面談会や小売市場視察会も同時開催。 

 

 

 

 

 

 

観光・物産展の様子 

 

○上海市内ホテルでの「ＧＩＦＵプレゼンテーション」開催 

   中国による岐阜県の知名度を向上させ、上海万博「岐阜県の日」、上海梅龍鎮伊勢丹 

  「岐阜県観光物産展」等の各事業をより実効性のあるものとするため、平成２２年５ 

  月よりＷＥＢサイトの開設・運営、現地メディアの岐阜県への招へい事業などを始め 

  としたＰＲ活動を継続的に展開。その一環として、直接現地メディアや旅行会社に対 

  して岐阜県の多様な魅力を紹介するプレゼンテーションを開催。 

  開催日：平成２２年１０月２１日（木） 

  場 所：ホテルオークラ花園飯店 ２階 グランドボールルーム 

  参加者：約２４０名（中国側：上海市旅游局長、メディア約３８媒体等約８０名） 

  内 容： 

  ・岐阜県ＰＶ映像放映及びパワーポイントによる岐阜県の魅力紹介 

  ・県内６市長及び企業・団体によるプレゼンテーション 

  ・東濃地歌舞伎披露、「シェ・シバタ」柴田氏によるデモンストレーション 

  ・知事へのＴＶインタビュー、メディア囲み取材実施 
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 県観光交流推進局長及び県内市長によるプレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

柴田氏によるデモンストレーション      知事囲み取材  

 

■観光・食・モノを一体化した、顔の見えるプロモーションの展開 

平成２２年度は、シンガポール・マレーシア及び中国に知事が赴き、現地旅行会社、航

空会社、商社、メディア関係者等に対して観光・食・モノを一体化したＰＲ事業を行った

ほか、各分野の重要人物に直接アプローチするなど積極的に県をプロモーションした。 

【シンガポール・マレーシア】  

 ○期  間：平成２２年８月３日（火）～６日（金）  

 ○内  容：＜シンガポール＞ 

        ・岐阜県ＰＲセミナー・商談会・交流会 開催（「オーチャード・ホテル」） 

      ・クエック・レンジュ氏岐阜県写真展 開催（「Japan Creative Centre」） 

      ・在シンガポール日本国大使公邸夕食会での県農産物、地場産品ＰＲ 等 

      ＜マレーシア（クアラルンプール）＞ 

      ・岐阜県観光セミナー・商談会 開催（「プリンス・ホテル」） 

      ・在マレーシア日本国大使公邸夕食会での県農産物、地場産品ＰＲ 等 

【中国（上海）】 

 ○期  間： 平成２２年１０月２０日（水）～２５日（月）  

 ○内  容：・上海万博における「岐阜県の日」(観光、産業、伝統文化紹介）開催 

      ・「岐阜県観光物産展」開催（上海梅龍鎮伊勢丹百貨） 

      ・現地旅行会社、メディア向け「ＧＩＦＵプレゼンテーション」開催 

（市内ホテル「花園飯店」） 等 
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ＧＩＦＵプレゼンテーション（中国・上海） 

 

■海外誘客戦略推進事業、国際観光対策事業の推進 

海外から岐阜県を訪れる訪日旅行を促進するため、アセアン諸国（シンガポール、マレ

ーシア、タイ等）や東アジア諸国（中国、台湾等）を重要市場と位置付け、国の「ビジッ

ト・ジャパン」（ＶＪ）事業や近隣県・関係機関との連携のもと、各種誘客事業を展開した。 

○海外メディア・旅行エージェント等の招聘、視察旅行へのアテンド 

 件数：４１件 

国  ：シンガポール、マレーシア、タイ、インドネシア、韓国、中国、香港、台湾、

インドネシア、オーストラリア、フランス、イギリス、スウェーデン、ドイツ、

デンマーク、ハンガリー、チェコ、スペイン、ロシア、アメリカ 

○岐阜県観光セミナー・商談会等の開催 

 シンガポール（８月） 

マレーシア（８月） 

中国（上海）（１０月） 

岐阜県内（６月、７月、９月） 

○国際観光展への出展、海外での関係機関へのセールス活動 

 韓国（６月） 

シンガポール（８月、２月） 

マレーシア（９月、３月） 

中国（北京、南京）（９月） 

台湾（１１月） 

タイ（２月） 
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岐阜県観光セミナー（マレーシア） 

 

■ＣＯＰ１０（生物多様性条約第１０回締約国会議）を活用した岐阜の魅力発信 

 平成２２年１０月に名古屋市で開催された「カルタヘナ協定書第５回締約国会議（ＭＯ

Ｐ５）及び生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）」の参加者を対象としたエク

スカーションや、会期中の PRブース出展を通じて、豊かな自然・歴史・文化等、本県の魅

力を世界に向けて発信した。 

 

○ＣＯＰ１０参加者向けエクスカーション 

県内の優れた自然や歴史、文化を体験するエクスカーションを実施。国連職員や各

国政府職員等、合計２９名が参加。 

日 時：平成２２年１０月２３日（土）～１０月２４日（日） 

視察先：白川郷合掌集落、高山市内「古い町並み・高山陣屋」、乗鞍山麓五色ケ原の森、

クックラひるがの、世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふ 

 

 

 

 

 

 

 

白川郷合掌集落にて 

 

○岐阜県生物多様性 PR事業 

岐阜県の豊かな自然環境が育む生物多様性や清流からの恵みを紹介するため、ＣＯ
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Ｐ１０生物多様性交流フェアにブース出展した。 

岐阜県希少野生生物保護条例指定種などの野生生物や清流からの恵みである県産品

などについてパネルや映像等で紹介することで岐阜県の魅力を発信した。期間中は約

5,000 人の来場者があり、ハリヨの保護活動や県産材利用製品等に関心が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターネットを活用した海外販路開拓 

県内中小企業の販路拡大を図るため、楽天(株)と締結（平成２１年１１月９日）した包

括連携協定に基づき、インターネットを活用した海外の市場開拓や売り上げ拡大に向けた

取組を支援した。 

【Ｗｅｂ物産展等の開催】 

○海外向け物産観光展「岐阜県海外フェア２０１０」の開催 

  ・開催期間：平成２２年１１月２９日～平成２３年１月７日 

  ・ページ作成言語：英語、日本語 

・参加店舗：２８店舗（物産）、１６施設（観光） 

 

■アセアン地域への農産物等の輸出促進 

県産農産物の販売促進とブランド化を推進するため、岐阜県農林水産物輸出促進協議会

（※１）と連携し、アセアン地域をターゲットとして、富有柿や飛騨牛を中心に、レセプ

ション等における情報発信力の高い要人へのＰＲ、百貨店等での販売フェアの開催、バイ

ヤーやレストラン関係者との商談等を行い、新たな販路開拓に取り組んできた。 

富有柿は、シンガポール・タイの３ヶ所の百貨店で継続販売されているほか、飛騨牛に

ついては、飛騨ミート農業協同組合連合会の「飛騨食肉センター」が、平成２２年１月に

タイ・マカオ、７月に香港、９月にシンガポール向けの輸出施設としての認定を受け、供

給体制が整ったことにより輸出量が倍増し、シンガポール・香港のレストランでは、新た

に４店舗を「飛騨牛海外推奨店」として認定するなど、着実に成果をあげている。 
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シンガポール天皇誕生日レセプション       タイの岐阜県フェア 

 

○平成２２年度の輸出実績 

柿：輸出量１０ｔ 

販売店舗：香港５店舗、タイ２店舗、シンガポール１店舗 

 飛騨牛：輸出量１，０７１ｋｇ 

飛騨牛海外推奨店（※２）：香港５店舗、シンガポール２店舗 

（※１）岐阜県農林水産物輸出促進協議会とは、県農産物等の輸出促進を目的に平成

１６年に、県、農業団体、食品産業団体、ジェトロ岐阜等８団体により設置

された団体のこと。 

 (※２）飛騨牛海外推奨店とは、飛騨牛の銘柄化を進めている飛騨牛銘柄推進協議会

が認定する海外で飛騨牛を取り扱う店舗のこと。 
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４ 県産品ブランド力向上プロジェクト 

 

■「飛騨・美濃すぐれもの」認定、販売促進 

優良でプレミアムな県産品を「飛騨・美濃すぐれもの」として認定し、県産品の看板商

品として PR するとともに、百貨店催事やイベントへの出展など消費者と直結した販売戦略

を展開した。 

なお、平成２２年度からより岐阜県のブランディングにつなげるために、審査方法を１

次審査（書類審査）、２次審査（現物審査及び申請者によるプレゼンテーション）の２段階

選抜方式に見直し、バイヤーなどの各審査員が、販売プロモーションを視野に入れた選定

を行った。 

○「飛騨・美濃すぐれもの」の募集、認定 

 平成２２年度認定商品：５点（食品４点 非食品１点） 

平成２３年３月末現在認定商品数：１３５点（食品１２１点 非食品１４点） 

○販売、ＰＲ支援 

・首都圏のスーパーマーケット等での販売プロモーション実施。 

・「ぎふを味わおうキャンペーン」などで認定商品と岐阜県観光をセットにしたＰＲ。 

・岐阜県ポートフォリオ（岐阜県ブランド集）でのＰＲ。 

・楽天市場ショップへの出店支援。 

・楽天市場でのバナー広告支援。 

・ＧＫプロジェクト（岐阜県－キリンビール共同プロジェクト）で活用ＰＲ。 

 

 

 

 

 

 

審査方法の見直しに伴いリニューアルされたロゴマーク 

 

 

 

 

 

 

 

紀ノ国屋で開催した販売プロモーション「飛騨美濃ウィーク」 
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■岐阜県ブランド戦略に基づく、チームの派遣等によるブランド化支援 

岐阜県ブランド戦略に基づき、ブランド構築に取り組む方々（中小企業者、生産者、組

合、生産振興会、商工会議所・商工会、市町村等）からの要請に応じ、関係部局が連携し

てチームを派遣し、個別具体的な支援を実施した。 

また、ブランド構築活動に関する各種相談への部局連携的な対応として、ワンストップ

サービス支援を実施した。 

○岐阜県ブランド戦略推進チーム 

＜派遣先＞ 

・キムチ日本一の都市おこし研究会（各務原キムチ）【１９年～】 

派遣回数１９年：３回、２０年：４回、２１年：１回 

・八百津町商工会（八百津のおやつ）【１９年～】 

派遣回数１９年：５回、２０年：５回、２１年：２回、２２年：１回 

・荘川そば振興組合（荘川そば）【２０年～】 

派遣回数２０年：３回、２１年：１回 

  ・B-DOO コミュニケーションズ株式会社（岐阜特産品ラスク）【２２年～】 

   派遣回数２２年：２回 

＜支援内容＞ 

ブランド化計画策定に向けた取組み支援、販路開拓に向けたＰＲ支援等。 

 

○ワンストップサービス 

＜相談対応＞ 

１９年：４件、２０年：２件、２１ 年：７件、２２年：６件 

＜支援内容＞ 

国、県等による支援制度及びその効果的な活用方策の紹介等。 

 

■「県産品愛用推進宣言の店」の指定 

県産品愛用による地産地消を推進するため、積極的に取り組む店舗の普及・活動を支援

するとともに、県民の県産品に対する理解と認識を深め、県産品の消費拡大を図った。 

＜平成２２年度の取組み＞  

 平成２３年３月末現在で、２４７店舗を指定 

（飲食の部１５９店舗、食品製造販売の部５店舗、販売の部８３店舗） 

 

■県産品の料理指定店・販売指定店を拡大促進 

飛騨牛、奥美濃古地鶏等の消費拡大のため、料理指定店・販売指定店を拡大。 
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区分 
１７年３月 

（計画初年度） 

２３年３月 

 
増加数 

飛騨牛 料理指定店（Ｈ２～） １２５店舗 １６９店舗 ４４店舗 

販売指定店（Ｈ元～） ２１２店舗 ２０３店舗 －９店舗 

奥美濃古地鶏 料理指定店（Ｈ６～） ４７店舗 ４０店舗 －７店舗 

販売指定店（Ｈ６～） ５５店舗 ４６店舗 －９店舗 

飛騨けんとん 

美濃けんとん 

料理指定店（Ｈ10～） １３店舗 ２５店舗 １２店舗 

販売指定店（Ｈ10～） ５３店舗 ４２店舗 －１１店舗 

飛騨清流河ふぐ 取扱料理店（Ｈ12～） １０店舗 １２店舗 ２店舗 

  

■首都圏のセレクトショップと連携した県産品の商品力強化 

県内モノづくり企業の商品開発力の向上や、消費者直結型のビジネスモデル構築支援、

首都圏における販路開拓支援を目的に、都内でセレクトショップを運営するメイド・イン・

ジャパン・プロジェクト（株）と締結（平成２２年２月２４日）した連携協力に関する協

定に基づき、各種事業を実施した。 

 

○県産品のテストマーケティング（４回） 

 セレクトショップにおいて県産品のテスト販売を実施し、首都圏の高感度な消費者

やバイヤーの厳しい目にさらす機会を提供することで、県内モノづくり企業の商品開

発力の向上を図った。 

（販売実績）６８社・１８８商品。 

 ○県産品常設販売コーナーの設置（通年） 

セレクトショップに「岐阜県コーナー」を設置し、岐阜県産品のブランド発信を図

った。 

○産業観光ツアー（４企画） 

首都圏の高感度な消費者を対象に、モノづくりの現場を見学する産業観光ツアーを

実施し、岐阜県のモノづくりに対する理解の促進を図った。 

 

■インターネットを活用した販路開拓の促進 

県内中小企業の販路拡大を図るため、楽天(株)と締結（平成２１年１１月９日）した包

括連携協定に基づき、インターネットを活用した国内外の市場開拓や売り上げ拡大に向け

た取組を支援した。 

【Ｗｅｂ販路拡大セミナーの開催】 

○農業者向け「農産物販路拡大セミナー」 

  ・開催日：平成２２年１１月２２日 

  ・場 所：岐阜メモリアルセンター 

  ・参加者：６３名 

  ・内 容：楽天スタッフによる販路拡大セミナーと楽天出店店舗による事例発表。 
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○「ＥＣセミナー＆パネルディスカッション」 

  ・開催日：平成２３年２月２３日 

  ・場 所：県民文化ホール未来会館 

  ・参加者：約２５０名 

  ・内 容：楽天スタッフによる販路拡大セミナーに加え、楽天ショップ・オブ・ザ・

イヤー受賞店舗を含む成功店舗５名によるパネルディスカッション。 

 

【Ｗｅｂ物産展等の開催】 

○「岐阜県いいもの祭り」の開催 

  ・開催期間：平成２２年６月１８日～７月２０日 

  ・参加店舗：３６店舗 

  ・参加店舗総売上：１億５，２６０万円 

○「福井・岐阜合同物産展」の開催 

  ・開催期間：平成２２年１１月２５日～１２月２７日 

  ・参加店舗：３１店舗（岐阜県）、２９店舗（福井県） 

  ・参加店舗総売上：７，８９２万円 

 

■農産物トップブランドづくりの推進 

○柿 

・新ブランド「果宝柿」の生産拡大に向け、産地に対して高糖度で外観品質の良い「袋

掛け富有柿」の生産に必要な技術の普及を目指し、テキストを活用し産地毎に栽培

研修会を実施した。 

・緊急雇用事業を活用した岐阜柿ＰＲ事業の実施、販売促進イベントの開催に取り組

んだ。特に、「果宝柿」については、名古屋市において販売ＰＲを実施し、消費者の

認知を高めることができた。 

・試験研究の取組として、柿の硬さに着目し、食べ頃に関する調査に取り組み、し好

に応じた食べ頃を明らかにした。 

○栗      

・新品種「ぽろたん」は、２０年度から導入が始まり、平成２２年度までに県内各産

地に、延べ１，６００本余（面積換算 約４ｈａ）が導入できた。 

・栗産地振興策として、「岐阜県くり生産者大会」を開催し（８月、美濃加茂市）、栗

の高品質果づくりと品種特性に即した栽培技術の研鑽や、新たな販路開拓などに関

する知識の向上を図った。 

・「ぽろたん」の消費者ＰＲとして、レシピ発表会・試食会を開催（２月、岐阜市）。

関係者、一般消費者、マスコミに対して、県民より提案された「ぽろたん」を美味

しく食べられるレシピの紹介と、焼き栗等３つの料理の試食によりＰＲを行った。 
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・県下各産地における「ぽろたん」苗木導入を支援するとともに、特に恵那地域では

生産全般に係る支援、接ぎ木等の支援など生産・販売を拡大する支援を行った。 

○宿儺かぼちゃ 

「宿儺かぼちゃ」を、飛騨地域の、ほうれんそう、夏秋トマトに次ぐ第３の品目と

して位置づけ、関係機関と連携して、生産組織の組織強化、生産技術の高度化、販路

拡大支援を進め、宿儺かぼちゃの生産拡大と産地拡大を支援した。 

 

■「ふるさとのじまん農産物」づくりの推進 

農林事務所農業普及課が、高度な専門力やコーディネート機能を発揮して、農家、市町 

村、農協等に対し、ふるさとの「じまん農産物」づくりに向けた意識を醸成するとともに、 

新品種・新技術の導入や生産から加工、流通、販売までを総合的に支援する普及活動を展

開した。 

取り組みは地域の振興品目（ふるさとのじまん農産物）や３ヶ年の振興方針等を定めた

「ふるさとのじまん農産物産地化計画」に基づき推進し、新たな品目として、「アスパラガ

ス」、「ブルーベリー」、「春まちにんじん」などの定着化や「くり」、「円空さといも」など

の栽培面積が拡大されるなど「ふるさとのじまん農産物」による産地強化を図ることがで

きた。 

■県産農産物等のＰＲ、販路拡大 

県産農産物の市場を拡大し、農産物出荷額の向上を図るため、農業団体等が行うメディ

アや消費者へのＰＲ、大都市圏への販路拡大などの取組を支援するとともに、農業者によ

るレストラン等業務需要者への販路開拓を支援するための商談会等を県が主体となり実施

した。 

○飛騨美濃農産物大都市キャンペーン開催支援 

本県の主要青果物である「ほうれんそう」、「トマト」、「いちご」、「富有柿」などに

ついて、首都圏、大阪圏、中京圏等の市場と連携した販売促進活動の展開の他、新た

な販路開拓に向けた商談活動を行った。 

【首都圏】 

・六本木ヒルズ 「ぎふマルシェ」出店（5月 15～16 日） 

・飛騨牛等ＰＲレセプション（高級フランス料理店においてメディア等への飛騨牛

ＰＲ 10 月 12 日） 

・飲食店６店において、県産農産物メニューフェアを開催（10月 11 日～11 月 3日） 

【関西圏】 

・レストラン１９店舗で野菜、飛騨牛を使用したメニューフェアを実施（1 月 25 日

～2月 15 日） 

・ぎふを味わおうキャンペーン参加店舗への県産農産物利用に向け、店舗訪問の実

施 
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【中京圏】 

・レストラン２２店舗で野菜、飛騨牛等を使用したメニューフェアを実施（11月 16

日～12 月 6 日） 

・ぎふを味わおうキャンペーン参加店舗への県産農産物利用に向け、店舗訪問の実

施 

○大都市圏での農産物ＰＲ販売支援 

・築地市場の市場関係者、観光客向けに発行されるフリーペーパーでの県産農産物の

ＰＲ 

・「マルシェ・ジャポン名古屋」への農産物等の出店（９月４、１８、１９日の３日間、

延べ１１団体） 

○青果物フェアの開催支援 

・全農岐阜県本部が出荷市場と連携して行う販売促進活動に対する支援 

 関西圏（量販店延べ１９店舗）、中京圏（量販店延べ８４店舗）で実施 

○業務需要向け販路の開拓 

業務需要者を産地に招いた産地見学会を実施した他、地方銀行と連携し名古屋市内で

商談会を開催した。 

・内容：外食・中食産業等のバイヤーを招いた「産地見学会」と「商談会」 

をセットで開催し、業務用需要を開拓 

  （実施時期及び場所） 

   １０月  ６日 商談会：郡上市   産地見学会：飛騨・郡上地域 

   １２月  ７日 商談会：岐阜市   産地見学会：中濃地域 

    １月１７日 商談会：名古屋市 

○地産地消フェアの開催、イメージアップ活動の推進など 

・県産農産物とその加工品を一堂に集めてＰＲする第２４回岐阜県農業フェスティバ

ルを県庁周辺で開催。（10/23～24） 

・県産農産物と県内の朝市・直売所を中京圏でＰＲするため「飛騨美濃ふれっしゅ直

行便」を名古屋市で開催。（金山総合駅イベント広場３回） 

・県産農産物等のイメージアップを図るためＴＶ番組等や県外でのイベントを通じて

ＰＲを実施。 

  （ＴＶ番組） 

   ・「プチ・クッキング」（ぎふチャン、中部電力提供） 

   ・「うまいの極み」（ＣＢＣテレビ、アサヒビール提供） 

  （県外イベント） 

   ・「とやま食の王国フェスタ２０１０」／富山市（10/29～30） 

   ・「農林水産祭実りのフェスティバル」／東京都（11/5～6） 

・魅力ある直売所づくりを推進するため、直売所運営の専門アドバイザーを派遣。 
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・岐阜県食と農を考える県民会議の会員に対してメールマガジンの配信を開始し、朝

市・直売所や旬の県産農産物、地産地消に関わるイベント等の情報を提供。 

 

 

 

 

 

    

第 24 回岐阜県農業フェスティバル 

 

■飛騨・美濃伝統野菜の認証、ＰＲ 

・これまでに認証した「飛騨・美濃伝統野菜」２７品目について、消費宣伝として各種

イベントでの紹介、マスコミへの情報提供を行った。 

・品目の特性に応じた技術情報提供による生産振興と、生産量に応じた量販店・直売所

等での「飛騨・美濃伝統野菜」認証マークを活用した販売を支援した。 

 

 

■県産農産物を活用した新たな料理・菓子の開発と商品化 

○おもてなし料理・菓子コンテストの開催 

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会の開催に向け、県産農産物を使った料理・菓子のレシピ

コンクールを実施し、県産農産物の活用について普及啓発するとともに、優秀作品につ

いては商品化に向けて県内の外食及び食品製造事業者等にレシピを提供した。 

応 募 数：848 作品（ごはんの部：155 作品、おかずの部：297 作品、おやつ・デザー

トの部：368 作品、弁当の部：28作品） 

表彰作品：12 作品（ごはんの部：1作品、おかずの部：4作品、おやつ・デザートの部：

5作品、弁当の部：2作品） 

 

■「ぎふ清流国体」に向けた地域ブランドの研究開発の推進 

平成２４年に開催される「ぎふ清流国体・清流大会」に向け、県内産業の活性化を図る

ため、新たな地域ブランド品の開発と実用化を目指す。 

平成２２年度には、「国体に向けた新たな産品開発研究報告会」を開催して、国体に関係

する企業、農業者、市町村等を対象に、研究成果と技術の移転・普及状況を紹介した。 
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         目     標 平成２２年度の取組 

国体に彩りを
添える｢花き新
品種｣の育成 

○新品種登録(平成23年度までに) 
・切り花：２品種 
岐阜県を代表するトルコギキョウ 

・鉢  花：１品種 
岐阜県が育成した新しい品目フラ
ンネルフラワーの新品種  

・花壇苗：１品種 

○フランネルフラワーの高品質化
に向けた栽培試験を実施 

○新品種の育成・選抜 
・トルコギキョウ｢ひだの雪姫｣の
色違い選抜系統の現地調査 

・花壇用サルビア種間雑種系統の 
 育成、選抜 

｢夏秋イチゴ｣
の高品質安定
生産技術の確
立 

○高温期における栽培管理技術の確立 
 ・収量の向上及び安定化 
  現状：１.５ｔ/10a→目標：２.５ｔ
/10a   
○県オリジナル品種の育成 
 ・民間育成の主力品種と同等の品質を 
   有する新品種 

○高温期における栽培試験等を実施 
○現地検討会、試験成績検討会を通
して技術・普及の支援 

○選抜した県オリジナルの１系統を
試験栽培 

早生｢甘カキ｣
の高品質安定
生産技術の確
立 

 

○「早秋」の結実・収量の安定 
 ・現状：150kg/10a→目標：1.5ｔ/10a 
○「太秋」の汚損果の発生抑制(収量比) 
 ・現状：30～50%以上→目標：30%以下 

○生理落果発生対策（早秋） 
 ・適正な樹勢管理と人工授粉による 
生理落果の軽減 

○汚損果発生対策（太秋） 
 ・光反射資材、袋かけ栽培による汚
損果の軽減 

大粒｢クリ｣の
新品種(ぽろた
ん)を使った加
工技術及び病
害虫果発生抑
制技術の開発 

○新しい加工品及び加工技術の開発 
 ・和菓子・洋菓子等新しい加工品の開
発 
 ・一般家庭向け調理方法の検討（レシ
ピ 
 の紹介、味覚を活かす加工法の検討) 
○病害虫果の発生抑制（全収量比） 
 ・現状：30％→目標：10％以下 

○菓子業者と連携した加工品の開発 
 ・クリの形状及び素材の味を活かし
た 

  創作菓子を試作 
○ぽろたん用の傷入れハサミの開発 
○一般消費者より公募したレシピ
を基にレシピ集を作成 

○生産規模の拡大 1500株(375a分) 

県産豚肉の高
品質化技術の
確立 

○霜降り豚肉の開発 
 ・牛肉の「サシ」のような付加価値化 
○ドリップロス低減技術の開発 
 ・店頭販売時のドリップロス低減 
   目標：現状の50％削減 
 ・開発飼料による飼養管理技術の確立 

○開発した種豚群｢ボーノブラウン｣
を用いた霜降り割合向上効果の実
証 

 ・｢ボーノブラウン｣の精液を用いた
試験生産を実施 

○ドリップロス低減飼料の開発 
 ・開発飼料によるドリップロス低減
効 

   果を実証、飼料の配合組成を決定 

カジカの養殖
技術の確立 

○採卵安定化・量産化技術の開発 
 ・国体時：33,000尾の供給 
○新たな地域特産品の育成 
 ・温泉旅館や料理店と連携した新しい
地 
 域特産品の開発 

○特産品化を目指した新商品の開発 
 ・カジカ養殖研究会との連携を実施 
(飛騨市、下呂市等の14個人・団体) 

・カジカ料理、土産品の試作 
○簡易なカジカ養殖システムの開発 

ぎふ清流国体
に向けた新し
い陶磁器食器
の開発 

○環境負荷低減エコ食器の開発 
 ・廃食器配合(リサイクル)率の向上 
   現状：20％→目標：50％以上 
 ・焼成温度の低下→目標：1,150℃以
下 
 ・温室効果ガス 従来比15％以上削減 
○軽量強化磁器食器の開発 
 ・磁器食器特性の向上（既存品比） 
  強度：既存品並、重量：20％軽量化 

○廃食器粉末を高配合化したリサイ
クル素地特性の検討 

 ・リサイクル率50％、1,150℃焼成
で強度が30%向上する透明釉薬を
開発 

○軽量強化磁器食器の試作品開発 
 ・既存品に比べ、約10％軽量化 
 ・既存品に比べて1.5倍強度を向上 
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研究報告会での展示及び説明風景 

 

■ぎふ清流国体・ぎふ清流大会時に全国の選手らをもてなす料理のコンテストを開催 

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会開催に向け、開催気運の高揚及び県産食材の地産地消の推

進を図るとともに、２０１２年に開催される両大会に全国から訪れる選手・監督等の大会

参加者を「食」の面から暖かくおもてなしするため、岐阜県の食材を用いたアイデア料理

や自慢の家庭料理等を募集し「おもてなし料理・菓子コンテスト」を開催。 

特にコンテストの優秀作品については、両大会の献立レシピ「ミナモのおもてなし献立

レシピ」に掲載し、民泊及び宿泊施設での食事の提供に役立てていく予定。 

平成２２年１０月１６日（土）、石井学園城南高校において、第２次審査（試食審査）を

開催し、応募作品８４８点の中から以下の通り最優秀賞（プロ部門、アマチュア部門各１

点）、優秀賞（プロ部門、アマチュア部門各２点）、社団法人岐阜県調理師連合会会長賞（プ

ロ部門、アマチュア部門各１点）、農政部長賞（プロ部門、アマチュア部門各２点）を決定。 

なお、プロ部門の作品中、奥美濃古地鶏の料理や、県産米粉を使った焼ドーナツ等２３

品目が市販化されている。 

また、一般からの応募作品では、２１作品、約７万４千食（平成２３年９月末現在）が、

小中学校等の給食で活用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

        

      最優秀賞 プロ部門             最優秀賞 アマチュア部門 

（ごはんの部）              （おやつ・デザートの部） 

「白川発～豆腐と飛騨牛の隠れん坊カレー鍋～」 「大！うまい根！（おお！うまいね！）」 
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優秀賞 プロ部門              優秀賞 アマチュア部門 

（おやつ・デザートの部）           （おやつ・デザートの部） 

「空
うつ

穂屋
ぼ や

(UTSUBOYA)焼ドーナツ」                  「勢
せい

隆
りゅう

 ちから」 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞 プロ部門               優秀賞 アマチュア部門 

(おかずの部)                  (おかずの部) 

「奥美濃古地鶏南蛮と秋野菜のラタトュユ」      「やわらか里芋ハンバーグ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(社)岐阜県調理師連合会会長賞 プロ部門    (社)岐阜県調理師連合会会長賞 アマチュア部門 

(おかずの部)                                (弁当の部) 

「けんとん極みのトマト味噌鍋」          「ぎふ清流紀行 －ミナモ弁当―」 
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農政部長賞 プロ部門                     農政部長賞 アマチュア部門 

(弁当の部)                             (おやつ・デザートの部) 

「飛騨牛 勝つ！重」               「もちっ粉・岐阜っ子・柿っ恋ロール！？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農政部長賞 プロ部門           農政部長賞 アマチュア部門 

（おやつ・デザートの部）                       （おかずの部） 

「キャラメルポムデュリ」          「誰もが主役ナンです!!～山の幸であご 

のシャキシャキ運動をしよう～」 

 

■ぎふの味・伝承名人認定事業による県産品のＰＲ 

県内の調理技術に優れた調理師を対象に岐阜県産の「こだわり食材」を使用した料理コ

ンクールを開催し、優秀な成績を収めた２名を「ぎふの味・伝承名人」に認定した。コン

クールの食材に県産品を指定することにより素材のＰＲを行った。 

○平成２２年度ぎふの味・伝承名人認定コンクールの開催 

開催日：平成２２年８月２５日 

場所：城南高等学校 

課題：主材料は、岐阜県産のトマト、ほうれん草、大根、茄子のうち必ず２品以上を

使用すること。副材料は自由（ただし、肉類、川魚を使用する場合は県内産の

ものを使用すること）。 
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■岐阜県産材のブランド化推進 

岐阜県産の木材の信頼性確保によるブランド力の強化を図るため、「ぎふ性能表示材認証

センター」を創設し、木材の含水率や曲げ性能などの品質・性能を表示する「ぎふ性能表

示材」の制度を運営するととともに、安定供給体制整備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ぎふ性能表示材ラベル】 

  

■ぎふの木で家づくりの推進 

県産材の利用促進を図るため、住宅の構造材や内装材に一定量の県産材を使用した建築

主に対し、経費の一部を助成した。（平成２２年度実績：構造材補助１００棟、内装材補助

４３棟） 
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５ まちづくり支援・移住定住推進プロジェクト 

 

■「まちづくり支援チーム」「ふるさと応援チーム」の派遣等によるまちづくり支援の推進 

「ぎふまちづくり応援プラン」（平成１９年３月）に基づき、地域主体で行われるまちづ

くりに対する一元的な相談窓口「まちづくり総合窓口」を設置し、実際に現地に赴いて各

地域の実情を把握することにより、当該地域にとってより効果的な対応と支援策を住民の

方々と一緒に進めていく「まちづくり支援チーム」を３地区に派遣した。 

また、これまでの「まちづくり支援チーム」の経験を活かし、地域課題を解決して「ふ

るさとの元気づくり」を支援するため、主に過疎地域を対象に新たに「ふるさと応援チー

ム」を創設し、その第１号として郡上市明宝地区に派遣した。 

さらに、外部専門家などによる相談や調査を行う「まちづくりアドバイザー派遣」や、

まちづくり支援チームの派遣地域において、自主・自立的なまちづくり活動を促す「自立

的まちづくり応援補助金」により活動を支援した。 

 

【まちづくり支援チームの派遣】 

○揖斐川町谷汲門前地区（Ｈ１９年６月～） 

  かつての活気やにぎわいを取り戻すため、門前町に相応しい街並みづくりと交流人

口の増加に資する様々な取組（イベント等）を支援した。 

  ＜２２年度派遣実績＞ 延べ８回 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜揖斐川町谷汲門前地区＞ 

国土交通省「手づくり郷土賞」授賞式 
 

○土岐市駄知地区（Ｈ２０年５月～） 

  陶磁器による産業観光を活かしたまちづくりを目的に、交流人口の増加による地域経

済の活性化、陶磁器産業のブランド力の向上が図られるよう案内看板の作成やイベント

実施を支援した。 

 ＜２２年度派遣実績＞ 延べ８回 
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○御嵩町御嶽宿地区（Ｈ２０年９月～） 

 地域内の歴史資源である旧中山道御嶽宿、願興寺のほか、近隣のみたけの森、中山道

謡坂等の資源を活用した景観整備のための住民主体の活動など、街並み整備や交流イベ

ントの実施などの交流人口の増加に向けた取組を支援した。 

 ＜２２年度派遣実績＞ 延べ７回 

 

【ふるさと応援チームの派遣】 

○郡上市明宝地区（Ｈ２２年９月～） 

 移住定住の推進、特産品開発（ブランド化）、観光交流活動などの活動を連携させ、人

口流出抑制と地域経済の振興を図るため、地域づくり団体同士の連携体制の構築や個別

の取組の課題解決に向けた支援を行った。 

 ＜２２年度派遣実績＞ 延べ６回 

 

【まちづくりアドバイザーの派遣】 

地域住民やＮＰＯ、任意団体等が、市町村と連携してまちづくりの推進に関する研修

会等を行う際に、外部有識者（専門家）をまちづくりアドバイザーとして派遣し、地域

が主体となった地域資源の発掘、評価、活用方策等についての助言を行った。 

 ＜２２年度派遣実績＞ 延べ８回 

 

【自立的まちづくり応援補助金の交付】 

まちづくり支援チームの派遣地域において、活動を進める団体が地域の魅力を向上さ

せるとともに、住民の参画意識の高い自主・自立的なまちづくり活動を促すため、住民

自ら行う町並みの景観整備等に対して補助した。 

  ＜２２年度交付実績＞ ３件 ９１８千円 

 

■「地域がんばり隊」の導入による過疎地域の振興 

 過疎地域を調査研究や教育のフィールドとしている岐阜経済大学と連携し、過疎地域に

必要な人材を「地域がんばり隊」として派遣して農林業や地域行事の支援などを行うこと

により、「地域がんばり隊」の役割や過疎地域に必要な人材などに関する調査分析を行った。 

 ＜２２年度調査研究事業＞ 

  委託先：岐阜経済大学 

  派遣先：郡上市、飛騨市（各１名） 

  活動内容：農林業の応援・従事、住民の生活支援、地域振興に関する企画提案と実践、 

       地域活動への参画、地域（自治会等）との連携・協力 等 
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「地域がんばり隊」郡上市での活動（農作業支援） 

 

■「地域振興チャレンジ事業」による過疎地域の振興 

主に過疎地域において、継続的な雇用の推進と地域資源を活用した経済的発展を図るた

め、特産品開発や観光交流、農林業などで人材の確保と新たなビジネスへのチャレンジを

行う団体等を支援した。 

 ＜２２年度実績＞ 

  委託先：過疎地域振興に取り組む道の駅や民間、地域づくり団体等１０団体 

  実施内容：特産品開発、ブランド化、観光交流事業 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
通番 受託者 所在地 事業名

1 あんじゅファーム株式会社 池田町
柿酢の防除効果を活用した米の栽培・普及
と地元農産物の移動販売事業

2 関むぎパッションフルーツ組合 関市
関市武儀地域産パッションフルーツのブラン
ド化事業

3 石徹白地区地域づくり協議会 郡上市 郡上市石徹白地区の特産品開発事業

4
明宝温泉開発株式会社
（明宝温泉　湯星館）

郡上市
明宝温泉を核とした地域資源の発掘及び新
商品開発事業

5
有限会社新世紀工房
（道の駅　茶の里東白川）

東白川村
地元産豚肉と米粉を使用した特産品（餃子）
開発事業

6
特定非営利活動法人
田舎暮らし応援ネットぎふ

中津川市
中津川市の空家、空地情報の発信と農業体
験事業

7
株式会社
美女高原ファーム

高山市 ホワイトコーン等特産品開発事業

8 有限会社のりくら倶楽部 高山市
乗鞍岳山頂の土産物開発と地元木工作家と
コラボによる観光体験事業

9
ＨＩＰ有限会社
（Hida Internatinal Planning)

飛騨市
飛騨市山之村地区の特産品開発、地底空
間（旧神岡鉱山）での農産物栽培事業

10
馬瀬総合観光株式会社
（馬瀬川温泉　美輝の里）

下呂市
下呂市馬瀬の自然・農業・食体験による都市
との交流事業

「地域振興チャレンジ事業」委託業務　事業概要
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受託した 10 事業者による成果発表会 

 

■移住・定住の推進 

観光などによる来訪の際に、本県の魅力を体験することを契機として、都会からの移住

を進め、人口減少に歯止めをかけることによって地域の振興を図ることを目的に移住・定

住推進事業を実施した。 

○移住・定住モデルエリアの構築支援 

・モデル地域：揖斐川町藤橋・久瀬地域 

 ・田舎暮らし体験プログラム 参加者：32 名 

  ショートステイ（1泊 2日）コース 

  ミディアム・ステイ（2泊 3日）コース 

  ロング・ステイ（1週間）コース 

○移住・定住セミナー・相談会の開催、フェアへの出展 

・セミナー・相談会の開催（東京：１回、名古屋：２回） 

・各種フェアへの出展（東京：２回、県内：4回） 

○移住アドバイザー（地域の世話役）の養成 

・会 場   奥矢作勤労青少年レクリエーションセンター（恵那市串原） 

・出席者  地域の世話役＆世話役候補者、市町村担当者  14 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

田舎暮らし体験プログラム              岐阜県総合移住相談会 in名古屋 

（H22.10～H23.1）                           （H23.1.30） 
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■グリーン・ツーリズムの推進<再掲> 

 

■民間団体による農山村定住・交流人口増加につながる取組を支援 

県内の地域資源（自然、文化・伝統、農林地等）を活用し、農山村の定住・交流人口の

増加につながる新しいビジネスモデルの構築とその実証を行った。 

・ぎふ農業協同組合(岐阜市)･･･特産品・農産加工品開発、都市農村交流 

・NPO 法人メタセコイアの森の仲間たち(郡上市)･･･都市農村交流、猟師事業 

・NPO 法人山菜の里いび(揖斐川町)･･･都市農村交流、耕作放棄地再生･特産品開発 

・株式会社和仁農園(高山市)･･･農業体験、子ども対象の環境調査、耕作放棄地調査 

・株式会社モールデック（各務原市）･･･ﾄﾚｰﾗｰﾊｳｽによる滞在型市民農園事業 

 

■棚田の保全と魅力のＰＲ 

棚田保全に対する意識向上を図るため、棚田の魅力や保全活動の必要性を普及し都市住

民等に活動参加を促すなどの棚田保全活動の推進、支援を実施した。 

 ○普及啓発活動 

「ぎふの棚田２１選」ＰＲ看板等の設置：５地区 

  ・正ケ洞棚田（郡上市）・小川棚田（下呂市）・上代田棚田（八百津町） 

  ・乗政棚田（下呂市）・栃久保棚田（恵那市） 

 ○棚田保全組織への支援 

  棚田保全活動への支援を実施：５地区 

  ・坂折棚田保存会（恵那市）・北山集落（八百津町） 

・滝町棚田保存会（高山市）・種蔵を守り育む会（飛騨市） 

・小川高洞棚田保存会（下呂市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎふの棚田２１選ＰＲ看板           棚田保全活動 

 

■ぎふ水土里の魅力再発見 

豊かな生態系や美しい景観、農村固有の伝統文化など県内の農村にある魅力を再発見し、

広く県民の方々に知ってもらうと共に、多くの方が農地や農業用水等の地域資源に触れ、
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県全体で魅力ある農村づくりに取り組む運動を実施した。 

 ○普及啓発活動 

  ・ぎふ水土里の展示会（農業地フェスティバルや各県域で実施） 

  ・ぎふ水土里の体験スタンプラリー（県内各地１０回開催：延べ１，６４１人） 

 ○体験活動 

  ・農地・水・農村環境保全向上活動（５３３組織：約２５，０００ｈａ） 

  ・ぎふ水土里の探検隊（３地区） 

 ・ぎふ田んぼの学校 （県内各地１０回開催） 

 

 

 

 

 

 

 

ぎふ水土里の体験スタンプラリー          ぎふ田んぼの学校 

 

■ＪＲ岐阜駅周辺地域の誘客及び消費拡大 

岐阜市の玄関口であるＪＲ岐阜駅周辺地域の新しいにぎわい創出空間として、隣接する

アクティブＧの店舗スペースを活用し、岐阜県産の商品を扱うセレクトショップの運営や

イベントの開催、地域情報を発信。 

また、ＪＲ岐阜シティ・タワー４３のアトリウム及び空き店舗、駅西広場デッキ（スク

エア４３）に「ＥＫＩ－Ｓｉｔｅ４３Ｇｉｆｕ（エキサイト４３ギフ）」を開設・運営し、

季節ごとに多様なイベントを実施し、ＪＲ岐阜駅への誘客促進と中心市街地での消費拡大

を図った。 

 

■空き店舗活用等による誘客 

高山市の商店街の空き店舗を活用して開設した市街地回遊拠点「ひだっちカフェ・ひだ

っちさるぼぼショップ・ひだっちグルメ工房・ひだっち獅子ギャラリー・ひだっちＧＩＦ

Ｕ ＳＥＬＥＣＴ」を運営し、地元産品を使った土産品や新キャラクター商品の販売、Ｉ

Ｔ技術を使った観光案内・地域情報の提供、まちなか回遊型イベントを実施した。 

 

■iPhone アプリケーション開発拠点の確立 

急速な市場拡大が進んでいる iPhone アプリケーションの開発人材の集積、交流や情報発

信を行うため、ソフトピアジャパン・ドリームコア内において拠点施設「ドリームコア・

コレクティブ」を運営。アプリ開発講座「iPhone 塾」や情報交換会「モバイルカフェ」の
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開催、アプリ開発ベンチャーに開発環境を提供する「iPhone フロア」の設置など、様々な

事業を展開することにより、他県に例のないスマートフォンアプリ開発拠点としての地位

を確立し、ソフトピアジャパンエリアの更なる魅力向上と賑わいの創出を図った。 

＜平成２２年度実績＞ 

 iPhone 塾   ：１８６講座開催 受講者のべ１，５００名 

 モバイルカフェ：３８回開催 参加者のべ１，３００名 

 iPhone フロア ：８事業者が入居済み 

 

■電線共同溝事業の推進 

都市災害の防止、安全で快適な歩行空間の確保、歴史的町並の保全等都市景観の向上を

図るため、引き続き道路上の電線類の地中化を推進した。 

 〈無電柱化推進計画に基づく整備状況〉 

・第一期電線類地中化計画（Ｓ６１～Ｈ ２）： ７．３０ｋｍ 

・第二期電線類地中化計画（Ｈ ３～Ｈ ６）： ７．２５ｋｍ 

・第三期電線類地中化計画（Ｈ ７～Ｈ１０）：１７．５１ｋｍ 

・新電線類地中化計画  （Ｈ１１～Ｈ１５）：２２．１８ｋｍ 

・無電柱化推進計画   （Ｈ１６～Ｈ２０）：１３．１４ｋｍ 

・第二期無電柱化推進計画（Ｈ２１～Ｈ２５）：３６．３４ｋｍ 

※ 第二無電柱化推進計画の３６．３４ｋｍについては整備予定延長 

 

 〈Ｈ２２年度県施工〉 

・（主）岐阜関ヶ原線 岐阜市徹明通 

 

■中山道統一デザイン案内標識設置の促進 <再掲> 

    

■美しいひだ・みの景観づくりの推進 

地域の自然や歴史と調和した景観の保全を図るため、市町村の景観行政団体への移行、

景観計画の策定を支援するとともに、景観シンポジウムの開催や屋外広告物対策を推進し

た。 

○県内景観行政団体：１５団体、景観計画：１１団体が策定(平成２３年３月末現在) 

○平成２２年度景観シンポジウム 

・日時：平成２２年１１月１９日（金） 

・場所：シティホテル美濃加茂（美濃加茂市）  

・内容：基調講演「環境価値を上げる景観まちづくり」 

パネルディスカッションテーマ「生活と自然・歴史が調和する景観づくり」 
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○屋外広告物対策の推進 

９月１０日の「屋外広告の日」にあわせて県下全市町村において一斉に違反広告物の

簡易除却及び街頭是正指導を実施。平成２２年度は、この他に、第３０回全国豊かな海

づくり大会にあわせ６月１日の「景観の日」にも県下一斉簡易除却を実施した。 

（平成２２年度除却件数：１，４２１件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観シンポジウム パネルディスカッション 

 

■重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業等への支援 

国が選定した重要伝統的建造物群保存地区５地区について、当該市村の保存事業に関し

指導助言を行うとともに、修理・修景などの保存修理事業に対して補助を実施した。 

＜重要伝統的建造物群保存地区＞ 

 ・恵那市岩村町本通り伝統的建造物群保存地区 

 ・高山市三町伝統的建造物群地区 

・高山市下二之町大新町伝統的建造物群保存地区 

 ・美濃市美濃町伝統的建造物群保存地区 

 ・白川村荻町伝統的建造物群保存地区 
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６ 「ふるさとの誇り」づくりプロジェクト 

 

■「第３０回全国豊かな海づくり大会～ぎふ長良川大会～」の開催 

平成２２年６月１３日に、天皇皇后両陛下をお迎えし「第３０回全国豊かな海づくり大

会～ぎふ長良川大会～」を関市において式典行事及び放流・歓迎行事を開催した。 

本大会は、河川で開催される初めての大会として、「清流が つなぐ未来の 海づくり」

をテーマに、森・川・海とつながる上下流連携による水環境・自然環境の保全の重要性に

ついて、未来を担う子どもたちが主役となって全国に向けアピールした。 

今後は、この大会の開催理念を後世に継承するため、県民総参加の「清流の国ぎふ」づ

くりを一層推進していくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ぎふ清流国体・ぎふ清流大会県民運動（ミナモ運動）の展開 

両大会の開催気運を盛り上げ、全国から訪れる多くの人々を温かくお迎えし、思い出に

残る大会とするため、平成２１年度４月に発表した「ミナモ運動推進計画」に基づき、３

つの分野で６つの運動を掲げ、両大会の県民運動「ミナモ運動」として展開する。 

・ミナモ運動に自主的に取り組み多くの住民への普及、浸透を図っている個人・団体を

「ミナモ運動地域推進リーダー」として表彰 

・聴覚障がい者を手話や要約筆記で支援いただく情報支援ボランティア、開・閉会式や

競技会で受付や美化活動等の支援をいただく運営ボランティアの研修の実施 

・県民運動を分かりやすく解説し、参加に必要な情報を掲載したガイドブックを改訂 

・おもてなし活動、花かざり活動、環境美化活動等を大会ホームページで紹介し、取組

を促進 

 

■清流環境教育の推進 

次代を担う子どもたちがふるさとの環境について関心を持ち、理解を深め、行動につな

げていけるよう、「水の探求」を重点テーマとした「こども環境博士コンクール」の開催、
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学校に対する森・川・海の環境学習コーディネーターの派遣、地域特性を生かした「ぎふ

清流環境塾」の開催など、環境教育の充実を図った。 

○こども環境博士コンクール 

 小中学生を対象に、夏休み期間中に行う環境に関する自主研究を募集し認定するコン

クールを実施した。全３７作品の応募があり、１１名の小中学生を「こども環境博士」

に認定した。 

○森・川・海の環境学習コーディネーター派遣 

 環境学習の専門家を希望する小中学校へ派遣し、体験学習の進め方や単元指導計画に

ついてアドバイス等を行った。平成２２年度は県下９小中学校に対し、計１７回派遣し

た。 

○ぎふ清流環境塾 

 県内の圏域毎に、小中学校の児童生徒やその保護者等を対象とした環境塾を、毎月第

２土曜日の「県民環境の日」を中心に計３６回開催した。 

 

■一万人県民による河川調査 

各自がもつ「感覚」を用いて身近な河川や水辺の様子について、においやゴミの量など

６つの項目を調べ、それらの状態を評価し、報告していただくよう県民に広く呼び掛けた。 

自分たちでできる調査方法で地域の水辺を調べ評価することで、身近な水環境を見つめ

直すきっかけとなることを期待するもの。調査結果はＧＩＳマップにしてホームページに

掲載した。 

 

平成２２年度実績 

団体数 のべ人数 調査河川数 地点数 のべ地点数 

８３ ５６９０ ８６ １８７ ２８９ 

 

 大変きれい 

 きれい 

 少しきたない 

 大変きたない 
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■社会教育文化施設における企画展示 

ふるさとへの誇りと愛情を醸成するために、博物館、美術館において、岐阜県ゆかりの

テーマによる企画展示を実施した。 

○博物館 

 ・博物館でお宝“みぃーつけた”              （4/10～5/16） 

 ・川と海を旅する魚たち                        (5/29～7/19) 

・川－カワ・イイね ～流れがつくりだす自然～  （7/2～8/31） 

 ・飛騨美濃発掘２０年            （9/18～11/14） 

 ・鉄道沿線～光と陰            （H23/3/18～4/10） 

○美術館 

 ・現代へのまなざし 没後 10 年 三尾公三展（11/2～1/30） 

 ・岐阜県ゆかりの作家を紹介するクロスアート展第 3弾（2/22～5/8） 

 

■県立文化施設の無料開放 

「岐阜～ふるさとを学ぶ日（11月３日文化の日）」に、県立文化施設を無料開放するとと

もに教育普及活動を展開することで「ふるさと岐阜」への誇りと愛着を育んだ。 

 ・博物館、美術館、現代陶芸美術館、高山陣屋、ミュージアムひだ 

 

■岐阜県文芸祭における「飛騨美濃じまん部門」の実施 

岐阜県文芸祭に「飛騨美濃じまん部門」を設置し、ふるさと岐阜県の風景、生活、民族、

伝承、歴史上の人物など、岐阜県の自慢話や岐阜県の魅力を伝える作品を募集し、顕彰を

行った。 

・応募総数 142 点〈飛騨美濃じまん賞 10 点 奨励賞 5点 佳作 7点〉 

 

■ひだ・みの創作オペラの開催 

飛騨・美濃の特性を生かした誇りの持てるふるさと作りを推進するため、県内各地に伝

わる自然や歴史・昔話を題材に、地元の出演者、スタッフ、ボランティア等が一体となり

創作する県民参加型のオペラを開催した。 

 ・日時：平成 23年２月 26日(土)、27 日(日) 

 ・場所：富加町・タウンホールとみか 

・内容：川霧の音  

 

■美しいひだ・みの景観づくりの推進 <再掲> 

 

■重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業等への支援 ＜再掲＞ 
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＜参考資料＞ 

・ 平成２２年度の飛騨・美濃じまん運動の推進に向けた検討状況 

 

■ 飛騨・美濃じまん地域会議 

  【岐阜圏域】 

 第１回 日時 平成２２年４月２２日（木） 

     議題 ①飛騨・美濃じまん運動の展開について 

        ②岐阜圏域の現状と今後の観光振興の取組について 

 第２回 日時 平成２２年１１月１２日（金） 

     議題 ①「じまんの原石」候補の推薦について 

 

【西濃圏域】 

（西濃圏域「まちづくり」、「人づくり」連携会議） 

第１回 日時 平成２２年１１月８日（月） 

       議題 ①西濃圏域の新たな「じまんの原石」候補の選定についてについ

て 

          ②西濃圏域の観光振興について 

 

【中濃圏域】 

第１回 日時 平成２２年１０月２７日（木） 

       議題 ①講演「街道と宿場 おもしろ話」 

＜講師：松尾 一 氏（地域史研究家、エッセイスト）＞ 

           …近世交通史、地域史をライフワークとする講師の講演を通じ、 

            今後の宿場町や 街道沿線の振興のヒントを探る。 

          ②「みたけ華ずし」を通じた町おこしについて 

 ＜堀田 照子 氏（「みたけ華ずしの会」会長） 

          ③これからの宿場町振興について 

          ④平成２２年度「じまんの原石」について 

 

【東濃圏域】 

（飛騨・美濃じまん東濃推進会議） 

第１回 日時 平成２２年８月５日（木） 

           議題 ①岐阜の宝もの「東濃の地歌舞伎と芝居小屋」のブラッシュアッ

プについて 
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                ②東濃圏域における観光振興について 

第２回 日時 平成２２年１１月５日（金） 

           議題 ①明日の宝もの「中山道（細久手宿、大湫宿、大井宿、中津川宿、

落合宿、馬籠宿）」のブラッシュアップについて 

                 ②新たな「じまんの原石」の推薦について 

   

  【飛騨圏域】 

      第１回 日時 平成２２年１１月１１日（木）開催 

議題 ①岐阜県の観光行政、飛騨地域の観光について 

             ②「じまんの原石」の推薦について 
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・ みんなでづくろう観光王国飛騨・美濃条例 
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平成２３年度版 飛騨・美濃じまん白書 

～平成２２年度 飛騨・美濃じまん運動の進捗について～ 

 

岐阜県 観光交流推進局 

平成２３年１２月  

 


